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宇
宙
の
平
和
利
用
に
関
す
る
質
問
主
意
書

六
月
二
十
日
、
軍
事
利
用
目
的
の
宇
宙
開
発
も
可
能
と
す
る
「
宇
宙
基
本
法
案
」
が
自
民
・
公
明
両
党
か
ら
提
出
さ
れ
た
。

現
在
の
わ
が
国
の
宇
宙
政
策
は
、
一
九
六
九
年
五
月
九
日
、
衆
議
院
で
採
択
さ
れ
た
「
わ
が
国
に
お
け
る
宇
宙
の
開
発
及
び
利

用
の
基
本
に
関
す
る
決
議
」
（
い
わ
ゆ
る
宇
宙
の
平
和
利
用
決
議
）
に
則
り
平
和
利
用
に
限
り
進
め
ら
れ
て
い
る
。
こ
の
こ
と

は
政
府
も
明
確
に
認
め
て
い
る
と
お
り
で
あ
る
。
ま
た
、
こ
の
国
会
決
議
に
則
っ
た
宇
宙
に
関
す
る
平
和
目
的
の
技
術
開
発
と

研
究
に
よ
っ
て
、
わ
が
国
は
宇
宙
物
理
学
な
ど
多
く
の
分
野
で
多
大
の
国
際
貢
献
を
果
た
し
て
き
た
。

と
こ
ろ
が
、
独
立
行
政
法
人
・
宇
宙
航
空
研
究
開
発
機
構
（
Ｊ
Ａ
Ｘ
Ａ
）
の
立
川
敬
二
理
事
長
は
、
本
年
二
月
八
日
の
定
例

記
者
会
見
に
お
い
て
、
自
民
党
が
準
備
を
進
め
て
い
る
宇
宙
基
本
法
案
に
つ
い
て
記
者
か
ら
問
わ
れ
「
宇
宙
で
で
き
る
こ
と
を

少
し
広
げ
よ
う
と
い
う
こ
と
、
世
界
標
準
に
し
た
ら
ど
う
か
と
聞
い
て
い
る
。
世
界
常
識
で
よ
い
の
で
は
な
い
か
」
と
発
言
し

て
い
る
。
こ
の
発
言
に
つ
い
て
、
五
月
十
一
日
の
内
閣
委
員
会
で
質
し
た
が
、
事
実
で
あ
る
と
い
う
答
弁
が
あ
っ
た
。

よ
っ
て
、
次
の
と
お
り
政
府
に
対
し
質
問
す
る
。

（
一
）

六
月
十
三
日
付
の
日
刊
工
業
新
聞
に
お
い
て
、
立
川
理
事
長
は
「
与
党
が
目
指
し
て
い
る
宇
宙
基
本
法
は
必
要
で
、

速
や
か
に
成
立
し
て
ほ
し
い
。
宇
宙
政
策
が
国
家
レ
ベ
ル
で
決
ま
る
こ
と
は
諸
外
国
と
肩
を
並
べ
る
こ
と
に
も
な
る
」

一



「
基
本
法
が
成
立
す
れ
ば
政
府
は
戦
略
本
部
を
設
置
し
、
宇
宙
利
用
も
今
ま
で
以
上
に
広
範
に
な
る
」
と
発
言
し
た
と

伝
え
ら
れ
て
い
る
。
理
事
長
の
こ
の
発
言
は
事
実
か
。
事
実
と
す
れ
ば
、
い
つ
発
言
し
た
も
の
か
。

（
二
）

二
月
八
日
の
共
同
通
信
の
配
信
で
は
、
前
述
の
発
言
に
加
え
て
理
事
長
は
「
『
宇
宙
機
構
の
設
置
法
は
平
和
利
用
に

限
る
と
書
い
て
い
る
』
と
述
べ
、
実
際
に
軍
事
利
用
す
る
に
は
新
組
織
設
立
か
設
置
法
改
正
が
必
要
と
の
認
識
を
示
し

た
」
と
あ
る
が
、
こ
れ
は
事
実
か
。

こ
の
発
言
は
、
宇
宙
基
本
法
案
に
あ
わ
せ
て
、
さ
ら
に
Ｊ
Ａ
Ｘ
Ａ
法
の
見
直
し
と
宇
宙
活
動
法
（
仮
称
）
の
整
備
を

念
頭
に
お
い
て
の
も
の
か
。

（
三
）

Ｊ
Ａ
Ｘ
Ａ
は
わ
が
国
で
唯
一
、
宇
宙
航
空
の
研
究
と
開
発
を
行
な
う
機
関
で
あ
り
、
そ
の
長
た
る
理
事
長
は
平
和
利

用
を
定
め
た
国
会
決
議
と
政
府
見
解
を
遵
守
す
る
の
が
当
然
で
あ
る
。
立
川
理
事
長
は
、
宇
宙
基
本
法
案
が
提
出
も
さ

れ
て
お
ら
ず
、
審
議
・
成
立
も
し
て
い
な
い
う
ち
か
ら
、
宇
宙
の
軍
事
利
用
を
容
認
し
、
法
案
の
早
期
成
立
を
求
め
て

い
る
。
宇
宙
の
平
和
利
用
決
議
に
反
し
、
政
府
見
解
と
百
八
十
度
異
な
る
見
解
を
発
言
す
る
者
は
Ｊ
Ａ
Ｘ
Ａ
の
理
事
長

の
職
務
と
両
立
し
え
な
い
の
は
明
白
で
あ
る
。
国
の
基
本
政
策
を
遵
守
で
き
な
い
理
事
長
は
更
迭
す
べ
き
で
は
な
い

か
。
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（
四
）

法
案
の
準
備
に
は
、
関
係
府
省
も
関
与
し
て
い
る
と
思
わ
れ
る
。
自
民
党
は
宇
宙
基
本
法
案
の
準
備
の
た
め
政
務
調

査
会
の
も
と
に
、
宇
宙
開
発
特
別
委
員
会
、
宇
宙
平
和
利
用
決
議
等
検
討
小
委
員
会
な
ど
を
設
け
、
自
民
・
公
明
両
党

は
宇
宙
基
本
法
に
関
す
る
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
チ
ー
ム
で
議
論
を
進
め
て
き
た
。
こ
れ
ら
与
党
の
会
議
へ
の
、
関
係
府
省
担

当
者
の
同
席
状
況
（
オ
ブ
ザ
ー
バ
ー
も
含
む
）
は
ど
う
か
。
詳
ら
か
に
さ
れ
た
い
。

（
五
）

昨
年
十
一
月
二
十
九
日
に
提
出
し
た
「
宇
宙
の
平
和
利
用
決
議
に
関
す
る
質
問
主
意
書
」
（
第
一
六
五
国
会
質
問
第

一
九
〇
号
）
に
お
い
て
、
平
和
利
用
決
議
を
遵
守
す
る
も
と
で
、
わ
が
国
が
不
利
益
を
受
け
た
こ
と
が
あ
る
か
ど
う
か

を
質
し
た
。
こ
れ
に
対
す
る
政
府
の
答
弁
は
「
我
が
国
が
不
利
益
を
受
け
た
か
否
か
を
一
概
に
お
答
え
す
る
こ
と
は
困

難
で
あ
る
」
と
い
う
も
の
で
あ
っ
た
。
そ
こ
で
次
の
三
点
に
つ
い
て
、
個
別
に
答
え
ら
れ
た
い
。

�

事
実
上
の
「
偵
察
衛
星
」
と
し
て
、
収
集
し
た
画
像
情
報
を
機
密
扱
い
に
し
て
い
る
「
情
報
収
集
衛
星
」
を
、
正

式
に
「
偵
察
衛
星
」
と
呼
べ
な
い
こ
と
が
「
我
が
国
に
と
っ
て
の
不
利
益
」
と
考
え
て
い
る
の
か
。

�

平
和
利
用
決
議
を
遵
守
し
て
い
る
現
在
の
「
情
報
収
集
衛
星
」
で
は
、
光
学
衛
星
の
分
解
能
が
六
十
㎝
に
抑
え
ら

れ
て
い
る
と
さ
れ
て
い
る
が
、
こ
れ
に
よ
り
「
我
が
国
が
不
利
益
を
受
け
て
い
る
」
と
考
え
て
い
る
の
か
。

�

自
衛
隊
独
自
の
通
信
衛
星
や
気
象
衛
星
を
持
た
な
い
と
、
「
我
が
国
が
不
利
益
を
受
け
る
」
こ
と
に
な
る
と
考
え

三



て
い
る
の
か
。
そ
の
場
合
、
具
体
的
に
ど
ん
な
不
利
益
な
事
態
が
あ
る
の
か
。

（
六
）

宇
宙
基
本
法
の
立
法
化
に
当
た
っ
て
、
自
民
党
国
防
族
と
と
も
に
（
社
）
日
本
航
空
宇
宙
工
業
会
や
（
社
）
日
本
防

衛
装
備
工
業
会
な
ど
、
業
界
の
利
益
拡
大
が
強
く
関
わ
っ
て
い
る
と
さ
れ
て
い
る
。
こ
う
し
た
中
で
Ｊ
Ａ
Ｘ
Ａ
は
、
情

報
通
信
産
業
の
最
大
手
・
Ｎ
Ｔ
Ｔ
グ
ル
ー
プ
出
身
の
立
川
理
事
長
の
も
と
、
昨
年
十
二
月
に
は
Ｎ
Ｔ
Ｔ
が
開
発
し
た
実

験
機
器
を
搭
載
し
た
技
術
試
験
衛
星
「
Ｅ
Ｔ
Ｓ－

�
（
き
く
八
号
）
」
を
打
ち
上
げ
た
。
技
術
試
験
や
利
用
実
験
は
Ｎ

Ｔ
Ｔ
な
ど
が
行
な
う
こ
と
に
な
る
と
思
う
が
、
こ
れ
は
通
信
衛
星
技
術
分
野
に
つ
い
て
み
れ
ば
、
国
内
携
帯
電
話
市
場

に
お
け
る
Ｎ
Ｔ
Ｔ
の
独
占
に
資
す
る
も
の
と
も
い
わ
れ
て
い
る
。

国
の
研
究
開
発
が
、
業
界
他
社
を
抑
え
て
一
社
独
占
に
道
を
開
く
も
の
に
な
る
の
は
、
国
の
事
業
の
公
正
性
を
揺
る

が
す
も
の
に
な
る
の
で
は
な
い
か
。

右
質
問
す
る
。
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